
京都大学基礎物理学研究所研究会

5月7日(月)

座長：紺谷

10:00 - 10:05 はじめに、アナウンス

10:05 - 10:35 山川 洋一（名大理）30分 FeSe系の超伝導における軌道・スピン・電荷揺らぎの効果

10:35 - 11:15 野島 勉（東北大金研）40分 FeSe原子層高温超伝導体における臨界パラメータの増大

11:15 - 11:35 足立 景亮（京大理）20分 BCS-BECクロスオーバー域の超伝導体における温度-磁場相図

11:35 - 12:05 辛 埴（東大物性研）30分 光電子顕微鏡によるFeSeとBaFe2(As,P)2のネマティックドメインの観測

12:05 - 13:35 昼食

座長：黒木

13:35 - 14:15 芝内 孝禎 (東大新領域) 40分 FeSe1-xSxにおけるBCS-BECクロスオーバー

14:15 - 14:35 橋本 嵩広（東大物性研）20分 レーザー角度分解光電子分光によるFe(Se,S)のBCS-BEC クロスオーバー領域での電子状態の観測

14:35 - 15:00 花栗 哲郎（理研）25分 補償されたBCS-BECクロスオーバー超伝導体FeSeにおける擬ギャップの不在

15:00 - 15:30 休憩30分

座長：松田

15:30 - 16:10 島野 亮（東大理）40分 銅酸化物高温超伝導体の動的光応答

16:10 - 16:45 井戸 康太（東大物性研）35分 平衡および非平衡条件で電子相関により誘起される超伝導と空間不均一性

16:45 - 17:10 鄭 国慶（岡大理）25分 単層銅酸化物高温超伝導体Bi2201における磁場誘起電荷秩序

17:10 - 18:20 ポスター（奇数）70分

1日目終了

5月8日(火)

座長：遠山

9:00 - 9:20 西 和久（兵庫県立大）20分 変調ドープ構造を持つ多層型銅酸化物高温超伝導体のTc上昇可能性

9:20 - 9:40 渡部 洋（早大高等研）20分 分子性導体κ-(ET)2Xにおける電子・ホールドープ非対称性と超伝導の理論

9:40 - 10:00 山田 武見（東理大理工）20分 励起子相候補物質Ta2NiSe5における励起子相・励起子揺らぎと超伝導の理論

10:00 - 10:20 星野 晋太郎（埼玉大理工）20分 フラーレン超伝導体の非従来型軌道秩序相における秩序変数の同定と電気伝導

10:20 - 10:40 休憩20分

座長：有田

10:40 - 11:15 笠原 成（京大理）35分 銅酸化物高温超伝導体の擬ギャップ状態における新奇なネマティシティ

11:15 - 11:40 遠山 貴巳（東理大理）25分 4本足梯子t-t'-J模型のスピン励起と電荷ストライプ

11:40 - 12:00 川口 功起（名大理）20分 銅酸化物高温超伝導体におけるdxy波ネマティック秩序の発現機構

12:00 - 13:30 昼食

座長：大野

13:30 - 13:55 小林 義明（名大理）25分 NMRから見た鉄系超伝導体のネマチックゆらぎ

13:55 - 14:15 石田 浩祐（東大新領域）20分 鉄系超伝導体Ba1-xRbxFe2As2におけるネマティシティ

14:15 - 14:50 大成 誠一郎（名大理）35分 CsFe2As2における特異なB2gネマティック揺らぎの解析

14:50 - 15:10 下志万 貴博（理研）20分 FeSeにおけるネマティック軌道揺らぎの実時間観測

15:10 - 15:40 休憩30分

座長：池田

15:40 - 16:00 三澤 貴宏（東大物性研）20分 多変数変分モンテカルロ法のオープンソースソフトウェアmVMCの強相関超伝導への適用

16:00 - 16:35 野本 拓也（東大工）35分 SCDFTに基づくトポロジカル超伝導体候補物質の研究

16:35 - 17:10 酒井 志朗（理研）35分 自己エネルギー構造に見える、モット絶縁体と高温超伝導体の直接の関係

17:10 - 18:20 ポスター（偶数）70分

18:30 懇親会

「電子相関が生み出す新規な秩序と超伝導現象：トポロジー、液晶状態、動的現象」
2018年 5 月 7 日 (月)-9 日 (水) 湯川記念館パナソニック国際交流ホール



5月9日(水)

座長：大成

9:00 - 9:35 松林 和幸（電通大）35分 高圧力を用いた新奇な量子相転移と超伝導の探索

9:35 - 10:00 石田 憲二（京大理）25分 ウラン系強磁性超伝導体における磁気励起と超伝導

10:00 - 10:20 田財 里奈（名大理）20分 重い電子系における反強磁性相近傍のS波超伝導 ～電気多極子感受率に対するバーテックス補正の効果～

10:20 - 10:40 大同 暁人（京大理）20分 UCoGeにおけるZ4トポロジカル結晶超伝導

10:40 - 11:00 休憩20分

座長：柳瀬

11:00 - 11:35 孫 悦（東大物性研）35分 Quasi-particle evidence for the nematic state above superconductivity in Sr0.1Bi2Se3

11:35 - 11:55 水島 健（阪大基礎工）20分 Chirality fluctuation and electromagnetic response in nematic superconductors

11:55 - 12:30 川上 拓人（京大基研）35分 逆ペロブスカイト酸化物のスピン3/2トポロジカル超伝導

12:30 - 14:00 昼食

座長：佐藤

14:00 - 14:20 角田 峻太郎（京大理）20分 3回回転対称性に守られた角運動量に依存するノードのある超伝導

14:20 - 14:40 石塚 淳（京大理）20分 奇パリティ磁気多極子と局所反転対称性の破れた超伝導

14:40 - 15:05 椋田 秀和（阪大基礎工）25分 LaFeAsO系の3つの超伝導相ごとに異なる多軌道由来の多重スピン揺らぎ

15:05 - 15:25 山瀬 博之（物材機構）20分 軌道ネマチック揺らぎとスピン揺らぎの共存による超伝導

15:25 - 15:45 中岡 宏徳（名大理）20分 BaFe2AsP2における水平ノードを伴わないs波超伝導の理論

15:45 - 15:50 おわりに


